










「感 性 」 を 基 盤 と す る 学 習 環 境 の























「生 きること」は、 「感ずること」である。実感 によって しか、 「いのち」や 日々の
生活は確 かめ得 ない。教育 ・学習の営みが、その表面 的なきらびやかさや力強さとは裏
腹 に空転現象(空 洞化)や ひずみ を引 き起 こしているのは、 この 「感 じること」 を軽視
し、ために、生活や 「いのち」 を、ひいては 「生きていること」 を実感で きな くなって
いるか らではないか。
本稿 は、従来取 り組んできた、 このテーマに関わるい くつかの課題の底流 にある、ひ




で繁茂 した植物群に加えて、その炭酸 同化作用によって空中濃度 を増 してきていた酸素
に依存する 「単細胞の動物」が発生する条件が整 えられた。以来、35億年 もの長い歳月
をかけて、単細胞の動物 は、数限 りない生存 のための試行錯誤を くりかえ しなが ら進化
し、多種類の動物 を派生させるとともに、環境に最 も機敏 に適応する存在 としての人間
を、進化の最先端 に位置づけた。 この間、進化の過程 で獲得 された 「生存のための成功
体験」 は、数限 りない繰 り返 しを経て、行動 プログラムを効率的に実施す る中枢的な装
置 として脳細胞群 を形成 し、その枠組みが遺伝 によって次世代へ順次継承 された。
生物 は、成長の過程で、それまでの進化の全プロセス をたどる、 といわれる。か くし
て、多 くの動物が、出生までに、ない し出生後短期間に、準備を終え、 自立す る。 とこ
ろが、人間の場合は、.脳細胞の構造その ものは遺伝で継承されるものの、機能について
は、多 くを、生後に実際の体験 を通 じて 「呼 び覚 ます」行為(学 習)に 依存せ ざるを得
ない事情にあ り・、 この 「非能率性」がかえって人間行動の適応性 を高め、進化 に寄与 し
たとされている。生命の維持 を統括する部分(生 命脳)の 大部分 は、胎内である程度の
準備が進められるが、五感や感情、情緒 にかかわる部分(感 性脳)や 知識、技術の考案、
行使 にかかわる部分(知 性脳)は 、生後、置 かれた環境 とのかかわ りの中で、準備(脳
92
神経細胞の樹状突起の伸長く回路形成 〉、神経網の整備)が 進め られる必要がある。こ
こに、学習お よび学習を効果的に進めるための支援(育 児、教育)の 生理学的な意味 と
重要性がある。脳細胞の構造 と機能が人類 の気 の遠 くな りそうな長い歳月 を経て蓄積、
継承されたものであることをふ まえ、 「呼び覚まし」のプロセスには、進化の実相 と背
景が十分顧慮 されなければならない。
脳細胞の 目覚めは、まず神経細胞 の樹状突起 の伸長 と感覚器官や運動器官 との連結 か
ら順次は じまり、最 も複雑 な人間関係の処理のための、神経細胞間ネッ トワークの構築
に至 って、一連の準備 を終 える。 この間、進化 の過程で獲得 された、あらゆる神経細胞
が よみが える訳ではな く、刺 激の態様 に左右 され、器官や細胞 との連結 に至 らなかった
多数の神経細胞は萎縮 して消滅する。生活 に不可欠な視力でさえも、相応の時期 に、相
応 の刺激 によって目と脳細胞 との連結がなされない限 り、永遠 にその機能 を呼び戻す こ
とはない。
人間の胎児 ・幼児期か ら少年期にかけては、脳細胞の準備が最 も急速 に、高密度で進
め られる時期であ り、人類の進化の過程 をふ まえた学習や学習支援がなされなければな
らない。人類進化の大部分の歳月が、生 きるため(種 族保存、食料調達、危険回避)の
感覚(五 感)、いわば人類進化 の過程で培 われた自然 とのコミュニケーシ ョン能力(p獲得
に費やされ、その悠長 に流れる時間 と空間の中で じっ くりと 「感性」が培われて きた(図
一1参照)。そ して、この ことが、やがて 「知性」 を創造的 に、健 全 に展 開するための有
効 かつ確固たる素地 となった。人生で最 も目まぐる しく流れるこの時期の一 日一 日が、
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人類が進化 の過程で多 くの歳月をかけ、成長の過程で、その機能の 「呼び起 こし」 に
優先的に取 り組むべ き位 置にある 「感性」 は、 「生きていることを裏付 ける」、もっとも
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身近で、普遍的な性格 をもっている。つま り、五感 を通 じての感触、情感、情緒 など、
認知の基礎部分 を占める 「感性」.は、 まず、創造性や個性(自 分 らしさ)を 発現する糸
口とな り、 また、総合的な判 断力(直 感、勘、観)の 湧出源 とな り、さらには、ことの
本質をみ きわめる きっかけ(気 づ き)と なって、 「生 きる意欲 と希望」 を実感 として も
たらし、かつ、 「幅広 く、持続的に生 きる」 ためのバランス機能をはた している。
1)創造、個性の源泉
いかに精緻な理論 も、高度な技術 開発 も、出発点 は現象や事 実め 「感覚的な把握」 に
ある場合が少な くない。知的認知の もととなる感覚情報はすべて感性脳 を経 由し、その
フィルターを通 して知性脳 に到達す るものであ り、いわば、 「感性」 は、 「知性 に開か
れた窓」 としての位置を占める。 しか も、現象や事実の、 どの部分に焦点をあて、 どの
ようにとらえるかは、人の経験、関心、興味によって大 きく異なるので、思考や行動 の
展開に、その人らしさが顕著に表われることになる。たとえば、網膜上 に投影される画
像が物理的にはまった く同一に もかかわらず、視神経 を経 て認知 される印象 には際立 っ
た差異が生ずる。換言すれば、個性 や創造性を発揮 して生 きようとするならば、 日頃か
ら自分 な りの感 じ方、とらえ方を大事 にし、育む姿勢こそが大 きな意味 をもつこ とにな
る。いわば、 「感性」は、 「ほんとうの自分」 との対話ルー トで もある。
2)総 合的な判断力の触媒
「感性」 は、知性脳に蓄積 された知識群 を整理、統合 した り、複雑 で流動性の高い事
象 に、総合的で、臨機応変かつ 「味 のある」指針 を示す ことがある。壁 に突 き当た り途
方 に暮れた とき、雑多 に詰め込 まれた知識群 の中からある脈絡 をたどって選択がなされ
解決の方向性が示 される場合があるが、この とき、知識 を取 り入れた ときのエネルギー
の電位差(定着度)を読み取 り、見失っていた関心や問題 の所在 を探知するのに感性(直
感)が 有効 に介在 したといえる。 また、文字やことばでは伝 えられない部分の コミュニ
ケーシ ョンと判断 にも感性(勘 、観)が 有効にはたら く。対人関係の意思疎通において、
言葉その ものの果たす役割 はそれほ ど大 きくな く、む しろ、 しぐさ、表情、スキ ンシッ
プ、気配、気配 りな ど、補完する位置 にあるとみ られている要素こそが重要な役割 を占
める。 したが って、 ここで も感性が知性(言 語)の 基礎部分を分担する。
3)「いの ち」や 「生 きること」への気づ き
「感性」 は、 日頃、あわただ しい現実に流 された り、きらびやかさに目を奪われて、
見失 った り忘れて しまっている、自己の置かれた立場や人間の 「いのち」の本質に思い
を馳せるきっかけをもたらす こともある。死、別れ、暗やみ、静寂など、非 日常的な状
況下 にあるとき、たとえば、つ ぎの ようなことが ら.に気がつ くことがある。 目に見えな
い部分、数値 で測 りにくい部分が とか く軽視 され、ために、 「いのち」の基盤を脆弱 な
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らしめてい ること、人間は進化の最先端 にあ りなが ら、他 の生物 に依存 してしか 「いの
ち」 を維持で きない存在であ り、ここに人間の、生 きることの責任 と自覚が問われるこ
と、等々。
この ように、感性脳は、生命脳 からの 「いのちの鼓動」や 「生のほとば しり」を受け
止め、一方、知性脳がその機能 を有効 かつ きめ細か く発揮 できるように働 きかける。感
性脳 は、両者の中間にあって連絡 ・調整的機能 を果た し、結果的に、よ り柔軟、永続的
な生 き方を実現するために重要な役割 を果た している。
3.ラ イフ ・ステージと 「感性」 を基盤 とする学習環境の整備
1)ラ イフ ・ステージと神経網の形成
胎内ですでに開始 された脳神経細胞 と各器官 との連絡網の形成(樹 状突起の伸長 と相
互連結)お よび細胞の 「呼び覚 まし」 は、誕生後、日ごとに広が る世界 に合わせて感覚
器官や運動器官が活発な展 開を見せ始めるともに、ピッチを速め、3歳 頃までに、脳全
体のネッ トワークの大枠 を完成 させ る。脳の構造の充実 を裏付けるように、 このころ、
三歳児の脳の重 さは、ほぼ大人並 みとなる。 この間、母親 とのスキンシップや事物 との
濃厚 な接触 を通 じて、触覚 を主力 とする感覚諸器官の機能が育 まれ、同じ動作の繰 り返
しを経て着実 に力 を獲得 し(這 うこと、立ち上がることなど)、おそ ら く人類が進化の過
程で味 わったと同じ感動 と満足感 を 「追体験」する。





家庭 から地域社会へ、家族関係か ら仲間、 自然、マス コミとの接触など、格段 に変化
と密度 を増す四囲の環境からの刺激を受けて、8～9歳 児 ごろまでには、身体全体の各
器官 との連絡網の整備 を終 え、かつ、感性脳、知性脳の大部分が 「目覚 め」、手足の器用
さ、運動の活発 さ、記憶力、話 し言葉、感情表現、対人関係 など、その行動 の端 々に人
間 らしさが発揮 される。脳内の神経連絡網 のより緻密な構築 と関連する脳細胞の 「呼び
覚まし」 は、学習機会の拡大 に伴 って、以後 も休む ことな く続行 され、複雑高度な精神
活動(創 造、情緒)を も可能 にす る域 に達す る。
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遺伝 により人が祖先か ら受 け継いだ脳の基本構造で出発 した脳神経細胞の 「呼び覚 ま
し」 と神経連絡網の形成 は、25歳前後 にはほぼ終了す る。か くして 目覚めた脳細胞 と縦
横 に張 りめ ぐらされた神経網 は、無限に近い 「回路」の組み合わせによって、人生の充
実期 ともいうべ き壮年期 において、職業生活、社会生活、家庭生活のいかなる局面 にも、
広範多岐な活動 を持続的に展 開する体勢 を整 える。
生計のため長い間所属 した会社 ・団体等を退 き、子 どもが独立 ・自立 した後 は、組織
人や親 としての 「役割演技」 や生活パ ターンか らの開放 とともに、 これ までの回路 を、
新局面 にふさわ しい ものへ と切 り替 え、新たな展 開を期す秋で もあ る。人生で初めて得
られた、 自由でゆった りした時間の流れに即 して、 自分だけの新 たな回路を見 いだすの
である。新 たな形成のための試み もさることながら、回路 の再生、 ことに、幼少年時に
五感をフルに発揮 して構築 されていた 「感性」の回路復元はきわめて容易で、体力面で
の衰えとは裏腹に、感覚 ・情緒面では 「第二の青春」 を迎える。
2)「知性偏重」のひずみ
ライフ ・ステージの草創期(乳 幼児期)と 晩年期(老 年期)を 除いて、 とか く、重視、
注 目されがちなのは、脳機能中の 「知性」(知識、技術)そ の ものである。進学(学 歴)、
就職(職 業)な ど実利 と結 びつ きやす く、数値や指標 で相対的 な評価がある程度可能な
ことから、競争(強迫)が絡 み、一層 の偏重傾向を強め る。受験準備のためのシフ ト(学
校選択、塾通い、家庭教師)が 低年齢化 を強め、幼少 ・青年期全体 を 「単一の価値観」
が支配する傾向にある。一方、企業、官公庁 では、スタッフを 「狭 い組織人」 として業
績向上、秩序維持のための従属的対応を求める傾向が強 く、個人、家庭人、地域人 とし
ての立場 には伝統的に配慮が少 ない。経営合理化(リ ス トラ)、行財政改革を旗印 に、こ
こでも、 「単一の価値観」が、ますます強固に支配 している。 「感性」の裏づけを欠 く
「知性」 は、結局 において、知識 ・技術 の、外か らの応急的な 「詰め込み」に寄与す る
に とどま り、内から発する、創意工夫や柔軟性 に富む、持続的な効果は望み得 ない。
学校、社会での 「単一の価値観」のはびこりは、 ひずみ を生み、深め、その価値観の
存立基盤である 「平和、安全、安定」 を揺るがす兆 しを内包す る。幼児 ・青少年全般 に
広がる身体 の異常(成 人病)、高学歴母親の子育て不適応症候群、家庭 および学校 におけ
る暴力行為、学校不適応児童 ・生徒 の急増傾 向、青少年犯罪の凶悪化 、高学歴職業人に
広がるバ ーンアウ ト症候群、秘密主義 と利益優先体質のほころび としての企業犯罪な ど、
いずれ も、当事者が世上の大勢や成 り行 きに流 され、知的な体裁や外見 は相応に整えな
が らも、 「感性」 によるセンサー機能、バ ランス機能がマ ヒしていたことが一因 となっ
ていたこ とは否めない。
3)「感性」 を基盤 とする学習環境の必要性
人類 の、 「いのち」のリレーの最先端(現役)ラ ンナーとして、人生 を 「幅広 く」、「持
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続性 を保って」生 きるには、 「感性」 を基盤 に据 えた、 「知性」 との位置関係 を明確 に
してお くこ とが肝要である。舞台ステージに例 えれば、両者は、華やかさ、明瞭 さ、力
強 さのスポ ットライ ト(知性)と、身近さ、心強さ、確 かさ、優 しさ、や'わらかさのフッ
トライ ト(感性)と の関係に相当する。前者 に比べ、後者 の存在 は目立たないが、終始、
さりげなくしっか りと舞台の進行 を支える。
「感性」 にかかわる脳細胞の 「呼び起 こし」 と神経網の形成の難 しさは、条件設定の
難 しさである。人類進化の跡 をたどるかの ように、ゆっ くりと実感、体験 をふまえて進
行す る 「感性」の醸成が、往々にして、能率 ・効率 ・実利の 「知性」 によって妨 げられ
ることが少 なくないか らである。だか らこそ、 「感性」の意味 を見失いがちな状況下で
あればあるほど、つねに、それを必然的に浮 き彫 りにするような配慮 と装置が必要 とな
る。たとえば、高度情報 ・産業社会、都市化社会の哲学 として、合理化、機械化により
生み出されたゆとり分を、すべ て 「感性」醸成のために振 り向けるぐらいの、徹底 した
運用原理や 自己規制 を打ち立てない限 り、 とめどもない 自己膨張により、結局は、繁栄
が持続性 を犠牲 にして成 り立 っていたことを実証する羽目にな りかねない。
「感性脳」の健やかな育みには、3つ の間(時 間、空間、仲間)が 不可欠である。つ
まり、ゆった りとした時の流れ、のびのび と身体や心 を伸ばせ るような雰囲気の場(空
間)の 存在、会 うとほっとする ような仲間たち との出会いと交流の中で、あたか も、人
類が大 自然の中で、気 の遠 くなるような繰 り返 しの体験 を経て進化 してきたことを裏付
けるように 「感性」 は、静かにじっくりと育 まれる。
然 るべ きときに、 「感性」の基盤が しっかりと形成 されてあれば、後 に(壮 年期、老
年期)、必要 に応 じてネ ットワークを呼 び出 し、機能 させることがで きる。 「感性」 は、
普段 とか く華やかな 「知性」の陰にか くれて目立 たないから、人 は、時 として 「知性」
を意識的に遠ざける(座 禅など)こ とによって 「感性」 を呼び出 し、確かめ得 る。 しか
し、元(蓄 え)が 限定されていれば、展開の範 囲は当然なが ら狭 まる。
ところで、幼少年か ら青年期 までの広範 な時期 における学習条件整備 の、最 も組織的
な部分 を受け もってきたのが今 日の学校(近 代学校)で あるが、 ここでは、成立当初、
カリキュラム編成に当って、ことさら 「感性」 にウエイ トを置 く必要 はなかった。家庭
や社会で十分育 まれた感性(情 操)を 土台に、学校では、知性(知 識、技術)を 積み重
ねれ ばよか ったからである。事実、少な くても、この 「高度経済成長期」(1958-1972
年)前 までは、生活の場で占める学校 の比重 はそれほ ど大 き くな く、 「感性」 を軸 とす
る人間形成 の枠組みを揺 るがす ことはなかった。 しか し、経済施策を中心 に据 えて強力
に進め られた諸政策、なかで も、経済 を担 う人材 の促成的な養成施設 としての学校依存
化、産業立地条件確保のための都市開発、 「遊休人材」 としての主婦 のパー ト化、都市
化や消費経済の急激 な普及 に伴 うサ ラリーマン家計への圧迫 などの現象が急 ピッチに展
開され、旧来の生活 ・学習環境は一変 した。学歴取得が職業的 ・経済的地位 を得るため
の切 り札 とな り、いかに して効率よ く上級学校に送 り込むかが、広 く、家庭や学校 の目
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標 になった。経済優先の風潮は、地域か ら自然 を、子 どもか ら遊び場 を奪い去 り、経済
活動に追 われる大人 と夜遅 くまで 「学校類似施設」 に通 う子 どもの生活パ ターンは、家
庭か ら対話 とゆっ くりした時間の流 れを奪 った。商業ベースに立つマスコミや情報機器
か ら流れ る、外から、バーナーで熱せ られるような強い刺激は、欲望 を肥大 させ、同時
に欲求不満を昂進 させた。
1970年代の後半に至 って、人 々は、 ようや く、 この繁栄が 「いのち」 にかかわる大 き
な代償 との引 き替 えで得 られた ものであることに気がつき始めた。多発する大気 ・水質
汚染、交通事故 といった物理的な被害 に止 まらず、人間性 を狂 わせ 凶悪 な行為 をもたら
す精神的荒廃が身近に大 きく広が りを見せ たからである。 ことに、 「感性」 を基盤 とし
ていた教 育 ・学習の枠組 みが崩れたことによる成長途上年齢層へ影響は もとよ り、その
枠組み自体 の復元が以後 も順調 に進 まなかった事情が、四半世紀たった今 日、若年層 の
行動に暗い陰 を残 している。
このような事情下で、学校 に期待 されることは、短絡的な 「ス リム化」ではない。当
該世代の立場や地域の実態 を総体 として見極 めた上、 「感性」 に基盤を置 く学習環境 の
整備に向 けての着実かつ地道な対応が求められる。あ る世代 において、ある地域 におい
て、学習環境 として 「感性」醸成の基盤が弱い場合、当面、学校が最 も力強 く臨機応変
な支援 ・調整機能 を発揮 し得るか らである。
中学校 においては、初等教育 レベ ルの学校 に くらべ、上級学校への進路準備 との絡み
で、 とか く「感性」に関わる領域 はやや軽視 されるきらいがあるが、神経網のネッ トワー
クをより敏活、緻密 なものにして、 「知性」の窓口としての機能を高 める とともに、 「生
きること」 を裏付 ける情緒のひだを深めるために、 「感性」の質的側面の充実はますま
す必要性 を増 す。
中学校 において、すべ ての教科が、基本的に、 「感性」の醸成に果たす素地 を有 しで
いる とは言 えるが、音楽、中で も 「合唱関連行事」 は、次項の ような実態 と実績 に基づ
き、 「感性」に基盤 を置 く学習環境 の整備の一翼を担 う有力 な立場 にある。
4.中 学校 にお け る、 「感性」 を基盤 とする学習環境の一事例
一 「合唱関連行事」の場合一
1)「合唱関連行事」の実施経緯 と現状
中学校 において、合唱関連の単独行事(合 唱 コンクール、合唱祭、音楽発表会、文化
祭音楽会 など:本稿 では 「合唱関連行事」 と総称。ただ し、練習過程 を含む実践の内容
に視点 を置いて記述す る場合は 「合唱」 と呼称)が 、広 く行なわれるようになったのは、
1970年代後半以後の ことである。1977(昭和52)年7月に全面改定 された学習指導要領
(昭和56年度か ら実施)で 、学校の創意工夫 によって学校生活を 「ゆと り」あるものに
することが求め られ、その一環 として学校行事 などに振 り向け得 る時 間数が年間70時間
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(旧50時間)に 増やされたため、生徒全員参加による文化活動展 開の場 として、 「合唱
関連行事」 を定期的に実施する機運が高 まった。
今 日、多 くの学校 では、文化活動 を中心に日頃の蓄積 と成果 を内外に公開する場 とし
ての文化祭 ・学校祭 などにおいて、そのプログラムの一部 として 「合唱関連行事」 を実
施 している(表一1参照)。
表一1「 合唱関連行事」の実施状況(平成8年度)





















































































































この時期(秋 季)は 、夏休みを含めて比較的時間の余裕があ り、準備過程における相
互 の交流、協力の成果は計 り知れないが、生徒 の関与するクラブ、学級展示な ど活動が
多岐 にわたるので、音楽活動 としては、やや集中を欠 き、効果を十分 に発揮で きないき
らいもある。一方、少数 なが ら、学年末(3月)に 独立 して 「合唱関連行事」 を実施 し
ている例 もある。学校規模 の関係で文化祭 に関連行事 を組み入れに くい事情 もあるが、
学年末の慌ただしい日程 をや りくりしての準備 なが ら、中学校生活、学年 ・学級生活の
しめ くくりとして、重要な役割をはた している。
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ステージで発表する曲目は、学年共通の課題曲 と各クラスで 自由に選択す る曲(自 由
曲)と の2曲 の場合が多い。課題 曲、 自由曲 ともに、生徒たちの心情や身近な生活が実
感 ゆたかに描かれ、親 しみやす く美 しいメロディをもつ 曲が よ く歌われる(表一2参照)。
表一2「 合唱関連行事」での演奏 曲目一覧(平成8年度)
第一学年 第二学年 第三学年







『愛 は 限 りな く』
【自 由 曲 】
『マ イ ・バ ラ ー ド』
『マ イ ・バ ラ ー ド』
『怪 獣 の バ ラ ー ド』







『リパ ブ リ ック 賛歌 』
【自 由 曲】
『Soo且一ahwinbedone』
『青 葉 の歌 』
『未 来 』
『ひ とつ の朝 』































































『マ イ ・バ ラ ー ド」
『はば た こ う 明 日へ 』
『光 の 中へ 』




















【課 題 曲 】『
マ イ ・バ ラ ー ド』
【自 由 曲 】




































校 『Let'ssearch負)rTomo皿》w』 『海よ、お前は残るだろう』 『走る川』
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ことに、自由曲の選 曲には、クラスの意欲 と熱意が結集され、雰囲気やセ ンスが反映さ
れる。定時の音楽の時間で基本部分 を中心 に指導 と練習が進められるが、その展 開、深
化は、各 クラスの自主活動にゆだね られる。クラスの世話人(担 当委員)が 各パ ー トの
代表者(パ ー トリーダー)や 指揮者、伴奏者 と打ち合わせなが ら、時間や場 を調整、設
定 して、練習をかさねる。放課後 に、昼休みに、 さらには始業前(早 朝練習)に まで広
がる一連 の自主練習 を、学級担任が側面か ら支 え、励 まし、 ときには一緒に口ず さむ。
そ して、やがて、クラスメンバーのこころが、ひとつの心地 よいハーモニー となって完
成に近づ く。
中規模以下の学校では、大部分が同時に異学年の発表を聴 いて、相互の成果、感動 を
確 かめることがで きるが、大規模校では、一部 に、全学年の 「縦割 り編成」 などの工夫
を凝 らしているところもあるが、多 くは、発表会場や所要時間の関係 で、分散(学 年単
位)実 施 とな らざるを得 ない。他の機会 をとらえて、発表の一部 を全体 に披露す る機会
を設 けるにしても、折角の感激 と熱意を全校生徒が同時に共有することがで きない とす
れば、 「生活の場」 としては最小限の機能さえ も生か し切れていない ことになる。比較
的規模 の小 さい学校で よく見受け られる、全学年生徒のみ ならず、教職員や保護者の発
表の場を も設け相互交流、交歓の機会をひろげようとしている取 り組みは、実施上の課
題(会 場 の設定 ・運営や教職員間の意思疎通の問題)を 含めて、密度が高 く、気脈が通




習のみな らず青少年 の生活全般の基礎部分の形成に寄与する、い わば、基礎的 ・総合的
な性格 をもつ ものであることは、古 くから唱えられて きたことであるが、 「神の似姿」
に近づ くため とか、 「国家政策 としての精神統一」のため とかの、哲学 ・宗教的な解釈
や政治的な手段 としてではなく、 「人間性の発 露」を力強 く支 える意義 と役割 は、時代
を超 えて変 わらない重要性 をもつ。人類の進化の過程 で獲得 した力の基礎部分 を、着実
に 「呼び覚 ます」 ことを支援す る意味 においてである。 ことに、その過程で、五感 を働
かせ、長い繰 り返 しを経て体得 して蓄積 した 「感性」 の 「呼び覚 まし」 に、 「合唱」 に
よる練習 と達成の過程 はきわめて有効である。 なぜ なら、 「ひとり一人がメンバ ーとし
てかけがえのない存在 であ り、 もてる力 と心をあわせ、燃え、完成のよろこび と感動 を
分かちあう」、合唱の、このプロセスは、人類進化の過程で、ヒ トが人間になるために幾
度 な く繰 り返 してきた諸体験の原型に外ならないか らである。
「合唱」が、その過程 を通 じてもたらす もの、それは、以下にのべ る3点 に集約 され
るような、 「いのち」や生活 に対する 「感性」 を軸 とした認識の深 まりと情緒の深 まり
である。 「知性」 に開かれた窓 としての 「感性」の豊かさは、やがて、創造性、定着性、
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バランス に富む認知構造 として結実す る。
=ま ず第一に、 「合唱」は、メロディに裏打ちさ
1れ た歌詞のフレーズや語句 を繰 り返す ことによっ
1て 、 自己や他人の気持 ちや立場、燗 関係、 「い
1の ち」 とそれ を育む環境な どについて、それまで
1の 姓 でのすべての経験 燃 を照合 確認、再
1認 識 させ、同時に、普段見えなかった側面 に気づ
1か せ、認識を新たにさせる.た とえ嵐rひ とっ
1の 朝』(左記の歌詞参照)の歌 を通 して、 「出会い」、
1陵 」、「別れ」、「孤独」な ど力蝉 なる 「諜 」
≡ ではな く、普段 の生活や現在の置かれた立場(卒
≡ 業 を間近 に控えた日々)を ふ まえた 「感性」 に裏
≡ づ けされて初めて意味 をもち、い きいきと輝 くこ
1と を実感する.ま た、rも える緑 をこころ1、』 な
≡ どの歌 を通 して、環境や身体 ・心の健康 など人間
≡ が抱える諸課題 の本質 と対応について、形式的 な、
≡ その場限 りの知識 としてではな く、心の片すみに
≡ ともされたささやかな灯 火が徐 々に内面 に力強 く
≡ 広がるような、 「いのち」や生活環境 に対する心
≡ 情的理解 を深 める。 さらに、『涙のむ こうに』 な
1ど の歌 を通 して、 さまざまな立場、考えかたをも
1ち なが らも、同世代 の緒 として、ある、、は、生
≡ 活の場(時 間 ・空間、人間関係)を 共にす る仲間
1と して、それぞれに希望 、夢、生 きが、、、情熱 を
≡ もち、同 じように悩 み、苦労や困難 を乗 り越えよ
≡ うとしていることを、単 なる言葉 じりではなく、
≡ しぐさや表情を含めた全感覚で確かあ、 「生 きる
1こ と」の励みや力 を得る。
≡ これ らは、 いず れ も、 国語 、社会 、理 科 、道 徳
≡ などの分野で扱 う教材 と密接にかかわる ものであ
1る が、教室で教科書 を通 じての学習が、やや もす
1れ ば一般的、観念的、散発的な傾向を帯びがちな
≡ のに対 して、 「合唱」の場 では、内発、個別、具
≡ 体、実感 を伴 って、既存の知識 や経験 を確認、統
≡ 合 し、創造的 な展 開を促すことを可能 ならしめて
1い る。 「感性」のゆたかな介在が、この差異 を決
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定づ けていることは言を待 たない。 ここに、音楽が、教科 を超 えた基礎 ・基幹 としての
性格 を備 えている といわれる根拠がある。
第二に、 「合唱」は 創造するよろこび、共感、達成感(心 地 よさ、満足感)を 、心
をひとつにして参加 したものに等 しくもた らす。練習の諸条件 をめ ぐる幾多の障害や技
術上の壁 に直面 し、試行錯誤 を繰 りかえし、悩み、苦 しみもメンバーの知恵 と協力で乗
り越 える、いつ もながら展 開される 「合唱」の練習過程 には、数限 りない 「ドラマ」が
生 まれる。
シナ リオのない、 この世でただひとつの、 しかも、全 メンバ ーが 「主役」の、この 「ド
ラマ」 には、与えられたさまざまな条件 を率直に、謙虚に受け止め、自分 たちの持 てる
力 を結集 して、 自分たちな りのや り方 までたどりついた よろこびのシーンがある。たと
え、技術的には多少の拙 さがあったに して も、ステージ上の、声 と表情にゆたかに表わ
れる満足感、達成感のほとばしりは、居合わせた人々の こころにス トレー トに伝わ り、
共感の波が広がる。
また、賞や他人の目を気 に していた初期のこだわ りが うそのように消え、ただひたす
らみんなと心 と声 をあわせることの愉 しさにひたっている、それ までの自分 とはちが う、
本 当の 自分の姿 にめ ぐりあ う、感動的なシーンもある。人間は、い くら知識 を積み重ね
て も変わらないが、 自分 らしさを見い出した、その ときに大 きく変わる、 と言 われる。
これは、豊 かな人間関係 の中で しか生 まれない人間行動の特性であ り、その意味で、「合
唱」のプロセスには、最 も人 間的な触 れ合いの機会 としての可能性が備わっている、 と
い える。
第三に、 「合唱」 は、内発性、多様性、個性、絶対性の確か さを、実感 させる。
「合唱」では、練習の過程で共通の目標 を掲 げ、その域 に達することを励 みとす るが、
メンバーの資質の均一化 を目指す ものではない。逆 に、 「混成の美」、「多様性の奥行の
深 さ」 を期 し、成員の個性の豊かな発揮 を前提 にして成立する。一人ひとりの過去およ
び現在の環境 が異な り、一人ひとりが独 自の人生をもっている ように、一人ひとりが、
ものの感 じ方、 とらえ方 を異 にする。雑木林 などに見 られる自然の風景が、雑多 なが ら、
見事 な力強 さとまとまりを形づ くっているの と同様 に、個々の特性 を十分 に発揮 させ、
ひとつのま とまりをつ くりあげるのが、 「合唱」である。 したがって、その場には、外
から内へのベ ク トルよ りも、内か ら外へ のベク トルが、 より満ちていなければな らない。
「感性」の発動は、個性その ものであ り、その発露には、自由な雰囲気、ほっ とする
ような安心感が不可欠である。 「知性」 は、相対的(可 測的)な ものであるのに対 して、
「感性」は、その個人の内面 から発する独 自の ものであ り、絶対 的で比較不可能な、そ
の意味で悠久性 をも備 えた性格 を もつ。「合唱」は、後者(感 性)を 基盤 として成立す
る ものであ り、このことが、 自然や人間(人 間 も自然か ら生まれ 自然 を構成する一部分




「合唱」が、その特性 を発揮 して、中学校 の全生活を通 じて 「感性」醸成の支援の役
割 を果たす ためには、環境(学 習環境)整 備 に向けてい くつかの課題 に取 り組まなけれ
ばならない。
第一 に、中学校の教育課程における音楽の時間の位置づけ、 これ に連動す る時間配当、
スタッフの充実に関す る課題である。音楽、 とくに 「合唱」 については、他の教科で扱
う内容の深化、定着に寄与 し、同時に、 日常生活(精 神衛生、人間関係)や 認知過程 の
基幹部分 と密接 な関連 をもつ ものであることからすれば、既存教科の枠組みか ら切 り離
し、総合 ・基幹領域をうけもつ もの として、別途独立 して位置づけ られるべ きであろう。
現状のように、特別活動の時間を 「合唱」向けに細切れに配当するのではな く、全学年
を通 じて日常的、継続的でさ りげな く、かつゆった りした時間の流 れの中で進め られる
活動(計 画 ・練習 ・発表)を 、その常態 とするのである。 このことによって、 「合唱」
の練習のために平常時 間帯外 に不定期 に時間枠(7時 間 目)を 設定 した り、加熱防止の
ため他教科の自習時間での練習を禁止 にするな どの、不 自然な運用 は解消 され る。
「合唱」は、小学校で試行 され ようとしている英会話、情報機器操作、環境問題 など
を内容 とする 「総合学習」 より、 はるか に 「総合」 の性格 を備 えた ものであ り、かつ、
日常生活、認知過程における 「基幹」 という意味では比類 ない地歩 を占めてい る。
第二は、 「合唱」の練習 ・発表の場、交流 ・交歓 ・共感の場 としてふさわ しく、 日常
的に手軽 に活用で きる施設整備の課題である。殺風景な体育館 を学校行事などに兼用す
る、非文化 的な慣行にそろそろ終止符 を打 ち、集会、発表 ・鑑賞用 に、充実 した音響設
備 を整 えた専用施設(ホ ール)を 、少な くとも中学校には常備すべ きときが きた。中学
校専用施設にこだわらず、校区内各小学校お よび地域住民 との共用施設 とすれば、建築
費や施設設備の維持管理 をめ ぐる負担や障害が少な くな り、地域交流の拠点 として格段
に充実 した施設の確保が容易 となる。
「人間性の発露」 を存立の基盤 とす る学校の立場 と在 り方は、 「感性」の育みに不可
欠な、 「過程、場、関係のゆたかさ」 によって方向づけ られる。 学習環境整備 におい
て、 この視 点を欠 くことは、学校の存立基盤その ものを失 うこ とで もある。 「合唱」実
践の、 ささやかな、 しか し着実な展開は、その基礎 固めの延長線上にある。
むすび
教育や学習の営 みには、内か ら湧 き上がる意欲 とわ くわ くするような感動が ともなっ
てこそ意味があ・る。乳幼児が、幾度 もの 「繰 り返 し」 を経て、這い、立ち上が り、歩 き
始め、片言 を発 し始めた時の、全身 にあふれる満足の表情に、その原型がみ られ、それ
は、また、人類が長い歳月 をかけて一つ ひとつ力 を獲得 した過程の再現で もある。いか
なる高度で複雑な理論、技術、行為 も、感覚の 目覚め、 「感性」の醸成から始 ま り、そ
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の 「土俵」上に、それ を裾野 として、 「知的」な展開が進め られる。情報化社会、国際
化社会、高齢化社会 など現代社会 を支 える基盤は～ きわめてあ りふれた、単純な もので
あ り、だか らこそ、 このことは、複雑 さこそが高度だと思いこんでいる人々や「強迫(競
争)」という付加装置 を仕掛 けることによって利得 を目論 む人々には、当初か ら「気づ き」
の範囲外 に置かれているものなのか も知れない。
(注)
本稿 は、 これ までの研究成果(A)の底流 にある課題について、実際の状況 を観察記録
する方法(B)により得 た知見を土台に、関連文献等(C)を参照 してまとめた ものである。
本文、図表 ともに、下記諸資料か らの、直接の引用はない。
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beencelebratedont血eireffbrtsandglorybytheir.school-mates,parentsandteackers.
Oneoftheimportaht,thatthey卜aveleamedthroughtheprocessofthepreparationsfbr
meetipgofsingingincborus,isthemeaninngandroleoftheSensib孟litytoeverymental
andsocialphases.
V陥yistheSensibi豆ityveryessentialfbrour.betterlif6?
Severalreasonsarethefbllowing:
ThelstisthattheSensibilityhasthefUncdonsuchasthedoor,opennedtotheIntelli-
geuce.EverymotionandextensionontheIhtenigencestartswiththeaccceptionofany
infbmadons丘 ℃mtheSens蓋bihty.AstheSensibili`yisreflectedbyone'sownf冶elings,
interestsandpattemsofone'sconduct,theSensibilityisalsotbe"spring"ofolle's.
c「eativeactivities,Personalityandindiv孟duality.
The2nd.isthatwecanoftenmakethedecisionwiththesupportof出eSensibility.
Whenwestandstillincomplicatedproblemsorloseourgoingway,theSensibility
usedtoselectinamomentsomeusufUlandsuitableffompastandnewinfbrmations,
andshowusthewaytogoahead.Itshou豆dbecalledas"totalpower"ofhumanac-
tivities,leadedbythefUncdonoftheSensibility.
The3rdistheessenceoftheawareness.TheSensibi藍ityoftencatchsthede豊icateand
slightsignalsandteHustokeepawayf衣)mthedangeror.unsuitablesuitationfbrour
lohglif6.
Therefbre,Wbatshouldwedotogetfirmlytkeabovementioned,essentialanduseful:
theSensibility?
ForcultivatingoftheSensibility,themostimportantstageofourHfbisinf㎞t-stage,
childhood-stageandyouth-stage(aboutO-25ages).Duringthesestages,wehave
chancesoftraining.our血ndsandbodiesintheenvironmentfhllofvarietyandvalue.
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Espesially"$rSpaces"(time-space,field-space,human-relation)areindispensablefbrde-
velopingtbeSensibilityinmo¢eration.
hltheserecentyears,itshqwsthetendencytomakeHghtoftheSensibility,incom-
pahsonwiththeInteligence,fbrtheIeasonthat.theSensibilityisn'tusufhlatallfbrget-
tingthetheadmissionintoschoolsorthepermitofemployment.ButtheSensibilityis
essencialfbrlivingone'shfbilllofcontinuousandadaptable.Todaywearefbrcedto
conffontwithmanywarps,causedp尽)bablybythelackoftheSensibility..
MostphasesofthesewaΦs:school-vio豆ence,home-violence,luck-ad斑)tabihtytoschool
orworking-place・juveniledelinquentsareclose艮yrelatedwlthmanypupilsofJunior-
High-S.choo豆呂・
Underthispresentsituation,"themeeetingfbrsinginginchorus"ateveryJunio卜High
-Schoo豆wiUbesurelyusefUIfbrbackingupoftheSensibilityandrecovedngpupils'
spi鉦tsandpowersfbrthefUture.
